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吉田郡山城

三本の矢
や

　毛
もう

利
り

元
もと

就
なり

は、かなり慎
しん

重
ちょう

で、なおかつ細かい性
せい

格
かく

だったようです。
　お父さんとお兄さんが酒のために早く死んだことから自分は生

しょう

涯
がい

酒を飲まず、孫
まご

の輝
てる

元
もと

にまで「酒を
飲みすぎるな」と手紙に書くほどでした。また、次男の元

もと

春
はる

と３男の隆
たか

景
かげ

に「毛
もう

利
り

家を大事にしなければ
ならない」とさとす手紙のなかで書かれているのが、有名な「三本の矢

や

」の話です。１本（毛
もう

利
り

）の矢
や

は簡
かん

単
たん

に折
お

れるが、３本（毛
もう

利
り

・吉
きっ

川
かわ

・小
こ

早
ばや

川
かわ

）束
たば

ねれば折
お

れにくいことを示
しめ

して、三兄弟の結
けっ

束
そく

を説
と

きまし
た。死ぬまぎわに子どもたちの数だけの矢

や

を持ってこさせ、三本まとめてだと折
お

れないところから説教に
入る話は、手紙に書かれていたことをもとにつくり上げられたものです。
　ちなみに地元広島のサッカーチーム「サンフレッチェ広島」の名前は、日本語の「三」とイタリア語の「フ
レッチェ（矢

や

）」をあわせてつくられたものです。

　２７歳
さい

で吉
よし

田
だ

郡
こおり

山
やま

城
じょう

（安芸高田市）主になったとき、「国
こく

人
じん

衆
しゅう

」と呼
よ

ばれる豪
ごう

族
ぞく

にすぎなかっ
た毛

もう

利
り

元
もと

就
なり

はまだ戦
せん

国
ごく

大名の大
おお

内
うち

氏にしたがう立場で、おもに敵
てき

対
たい

していたのは山陰地方
から南に攻

せ

めこんでくる尼
あま

子
ご

氏で、尼
あま

子
ご

晴
はる

久
ひさ

軍に吉
よし

田
だ

郡
こおり

山
やま

城
じょう

を囲まれたこともありました。
　同じ大

おお

内
うち

氏家
か

臣
しん

の陶
すえ

晴
はる

賢
かた

が反
はん

乱
らん

を起こして大
おお

内
うち

義
よし

隆
たか

を滅
ほろ

ぼすと、その晴
はる

賢
かた

を厳
いつく

島
しま

（廿日
市）に誘

さそ

いこんで仇
あだ

を討
う

ち、さらに月
がっ

山
さん

富
と

田
だ

城
じょう

（島根県安来市）を攻
せ

めて尼
あま

子
ご

氏をも滅
ほろ

ぼしま
した。その結

けっ

果
か

、現
げん

在
ざい

の山口県・広島県・島根県・鳥取県だけでなく、岡山県の半分くらいまで
ふくむ広大な領

りょう

地
ち

をその手にしたのです。
　中国地方の大半を領

りょう

地
ち

にしてしまったため、元
もと

就
なり

はおさめることに苦
く

労
ろう

しました。
　ほかの武

ぶ

将
しょう

もやったように、検
けん

地
ち

をし、優
ゆう

秀
しゅう

な人材を登用し、吉
よし

田
だ

郡
こおり

山
やま

城
じょう

（中央）から地方
へ命

めい

令
れい

が行きわたるようにしました。
　でも、なにより元

もと

就
なり

がすぐれていたのは、有力家
か

臣
しん

との縁
えん

組
ぐみ

です。
　もちろん長男の隆

たか

元
もと

には毛
もう

利
り

家を継
つ

がせ、次男の元
もと

春
はる

は吉
きっ

川
かわ

家に養
よう

子
し

に出し、３男の隆
たか

景
かげ

は小
こ

早
ばや

川
かわ

家に養
よう

子
し

に出すことで、両家に毛
もう

利
り

本家をささえさせたのです。吉
きっ

川
かわ

家・小
こ

早
ばや

川
かわ

家に
「川」の字が入っていることから「毛

もう

利
り

両
りょう

川
せん

」と呼
よ

ばれました。

毛
もう

利
り

両
りょう

川
せん

（吉
きっ

川
かわ

・小
こ

早
ばや

川
かわ

）体
たい

制
せい

を築
きず

く

吉
よし

田
だ

郡
こおり

山
やま

城
じょう広島県

毛
もう

利
り

元
もと

就
なり

30



地方の有名武
ぶ

将
しょう

 　「天
てん

下
か

人
びと

」になった織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

、豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

、徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

については、すでに触
ふ

れました。
　今

いま
川
がわ

義
よし

元
もと

、武
たけ

田
だ

信
しん

玄
げん

が「天
てん

下
か

人
びと

」になるために上
じょう

洛
らく

しようとして果
は

たせなかったことも触
ふ

れました。
　では、ほかの地方の武

ぶ
将
しょう

たちはどうだったのでしょうか。
　たとえば、中国地方の毛

もう
利
り

氏はどうだったのでしょう。

いつでも「天
てん

下
か

人
びと

」に挑
ちょう

戦
せん

できた

　毛
もう

利
り

元
もと

就
なり

の時代は、周
しゅう

辺
へん

の武
ぶ

将
しょう

との戦
いくさ

に明
あ

け暮
く

れていたので、まだ「天
てん

下
か

人
びと

」へ意
い

識
しき

が向いていなかったようです。
　息

むす
子
こ

の毛
もう

利
り

隆
たか

元
もと

、吉
きっ

川
かわ

元
もと

春
はる

、小
こ

早
ばや

川
かわ

隆
たか

景
かげ

の時代も領
りょう

国
ごく

をたもつことでせいいっぱいだっ
たようですが、元

もと
就
なり

の孫
まご

、つまり隆
たか

元
もと

の子の輝
てる

元
もと

の時代になると様子が変わってきていま
した。
　すでに信

のぶ
長
なが

が「天
てん

下
か

布
ふ

武
ぶ

」をとなえていて、将
しょう

軍
ぐん

の足
あし

利
かが

義
よし

昭
あき

は「だれでもいいから信
のぶ

長
なが

を倒
たお

してくれ」とあちこちの武
ぶ

将
しょう

らに助けをもとめていました。信
しん

玄
げん

も、それで上
じょう

洛
らく

しようと
していました。
　義

よし
昭
あき

のもとめに応
おう

じた輝
てる

元
もと

が水軍を利用して、信
のぶ

長
なが

に抵
てい

抗
こう

して立てこもる顕
けん

如
にょ

がいる石
いし

山
やま

本
ほん

願
がん

寺
じ
（大阪市）に食

しょく
糧
りょう

を運び入れたことは有名な話です。
　また、関

せき
ヶ
が
原
はら

の戦
たたか

いでは、石
いし

田
だ

三
みつ

成
なり

のもとめに応
おう

じて、西
せい

軍
ぐん

の大
たい

将
しょう
（豊

とよ
臣
とみ

秀
ひで

頼
より

の代理）に
もなっています。
　いつでも「天

てん
下
か

人
びと

」に挑
ちょう

戦
せん

できそうな場所にいたのです。

領
りょう

地
ち

を大事にすること

　でも輝
てる

元
もと

が「天
てん

下
か

人
びと

」をめざすことはありませんでした。
　輝

てる
元
もと

本人は上
じょう

洛
らく

するつもりがあったのに、おじさんにあたる吉
きっ

川
かわ

元
もと

春
はる

、小
こ

早
ばや

川
かわ

隆
たか

景
かげ

に反
対されていたという話もあります。
　元

もと
春
はる

と隆
たか

景
かげ

は、父親の元
もと

就
なり

の遺
ゆい

言
ごん
「三

さん
矢
し

の教え」をしっかり守り、毛
もう

利
り

氏の領
りょう

地
ち

をしっか
りおさめることを最

さい
優
ゆう

先
せん

するべきだと主
しゅ

張
ちょう

していたのでしょう。

最後は天下をとった？

　「天
てん

下
か

人
びと

」とは縁
えん

がなかったような輝
てる

元
もと

。
　三

みつ
成
なり

のもとめに応
おう

じて西
せい

軍
ぐん

の大
たい

将
しょう

になったはいいものの、その関
せき

ヶ
が
原
はら

の戦
たたか

いで敗
やぶ

れてし
まったため、中国地方の多くをおさめていたのに、領

りょう
地
ち

のほとんどを没
ぼっ

収
しゅう

され山口県だけ
しかおさめることができなくなってしまいます。

　しかし関
せき

ヶ
が
原
はら

の戦
たたか

いから250年あまり後。
　山口県に住む思想家の吉

よし
田
だ

松
しょう

陰
いん

の松
しょう

下
か

村
そん

塾
じゅく

に集まった久
く

坂
さか

玄
げん

瑞
ずい

、高
たか

杉
すぎ

晋
しん

作
さく

ら青年た
ちの熱い思いが、尊

そん
王
のう

攘
じょう

夷
い

運動を激
はげ

しくさせていき、同じ山口県出身の桂
かつら

小
こ

五
ご

郎
ろう
（木

き
戸
ど

孝
たか

允
よし

）、高知県出身の坂
さか

本
もと

龍
りょう

馬
ま

、鹿児島県出身の西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

、大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

といった青年たち
が江

え
戸
ど

幕
ばく

府
ふ

を倒
たお

すことになるのです。
　まさに「天

てん
下
か

人
びと

」になったといえるのではないでしょうか。

なぜ毛
もう

利
り

氏は天
てん

下
か

人
びと

にならなかったのか

関
せき

ヶ
が

原
はら

の戦
たたか

い（1600年）前後の毛
もう

利
り

家領
りょう

地
ち

毛
もう

利
り

本家の関
せき

ヶ
が

原
はら

の戦
たたか

い前後の石
こく

高
だか

約120万
まん

石
ごく

　→　約36万
まん

石
ごく

（石
こく

高
だか

については諸
しょ

説
せつ

あります）

1591年ごろ

関
せき

ヶ
が

原
はら

の戦
たたか

い後

小
こ

早
ばや

川
かわ

家

毛
もう

利
り

家（吉
きっ

川
かわ

家ふくむ）
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